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特集にあたって

私だちの研究所の前身である東京大学の生産技

術研究所ガペンシルという山さ芯ロケットの実験

を行ってから30年余りが経過しまし定。ペンシル

ロケットは，直径1.8αn，長さ23αn. 重さ200g で

し芝ガ，ベビー，カツI i.ラムダ，ミユーと成長

を遂げだ宇宙研の固体ロケットは，最新型のM-3

SII型に至って，ペンシルの1C旧倍(直径長さ)，

30万倍(重さ)を越えています。

小さな実験室で産ぶ声をあげだ日本の飛初体に

よる宇宙観測も，今や地獄の重力圏の外へ探査機

を送り込むほどになっています。 r十年一首J と

言いますガ，この「三苔J 前からの歩みは，宇宙

科学と宇宙工学ガペ戸となって宇宙に挑戦した患

ISASニュース編集委員長伊藤富造

づまるダブルスゲムの連続でありましだ。

この宇宙空間観測30年を振り返って，さる9月

30日に記念式典ガ催されだことは記憶|こ新しいと

ころです。 ISAS二ユースはこの機会にこの飛湖

体開発の道程を駆け足で巡ってみることにしまし

た。 r失阪は成切より尊し \J と申します。私疋ち

も，過去を辿りなガら，重大な教副|を与えてくれ

た事件については，ちょっと立ち止まって行くこ

と1こしましだ。

この特集を，この30年を陰になり日向に怠って

支えてこられだ，日本のすべての人々に俸げます。

今後も末長<.この素敵なダブルスガ続きますよ

うに。
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特集・ペンシルから30年

第二次世界大戦が終わると，連合国司令部は日

本の箪備を徹底的に解体した。もちろん飛行機の

研究は禁止された。戦時中多かれ少なかれ航空機

の設計・製作に携ってきた航空工学のスペシャリ

ストたちは，研究の対象を失って途方に暮れ，や

がてより基礎的な分野やそれぞれの専門に近い学

問領域へと散って行った.

1952年(昭和27年)のサンフランンスコ講和条

約によって日本が独立した時.世界の空はジェッ

ト機の時代に入りつつあった。イギリスのジェ y

ト旅客機コメット 1 型は 1949年(昭和24年)にデ

ビューしていたし、フランスのカラベルも設計が

開始されていた。戦後間もなく色却な分野に散っ

た航空工学の専門家たちは、再び日本に戻って来

た学問の自由を背景にして.続q とジェット機の

研究になだれこんで行った。

しかし， 1953年(昭和28年)の初めから約半年

聞をアメリカで過ごした，東京大学生産技術研究

所(以下「生研J) の糸川英夫は別の考えを持ち.

帰国後，生研所長の星合正治に進言した。

「アメリカは既にロケ y トの時代に入りつつあ

ります。我々もロケット機をやりましょう。ジェ

ット機と違って空気のない所でも安定して飛べる

ロケットで，宇宙を自由に飛びまわりましょうり

将来の輸送機として航空織にかわる超音速・超

高層を飛ぶ飛勿体を作ろうという，糸川のこの魅

力的な「ロケット機構想J に心を強〈捉えられた

若い研究者たちが.専門分野を越えて幅広く結集

した。そして1953年(昭和28年) 12月の準備会識

を経て.翌年 2 月 5 日， AVSA(Avionicsand

SupersonicAerodynamics) 研究班という研究

グループが生研に誕生したのである。 Aviation と

Electronics を結合した Avionics (航空電子工学)，

それに超音速の空気力学・飛行力学をも究めて行

こうという，新しい忠、吹きに満ちた出発であった。

11!な「虎の子」であった。

ペンシル・ロケット用の推薬としては，いわゆ

るダブルベース(無煙火薬)が用いられた。ニト

ログリセリンとニトロセルロースを主成分とし.

これに安定剤や硬化商 II を適当に混入し，かきまぜ

こねまわして餅のようにしたものを圧伸機にかけ

て押し出す方式のものである。

工場内の燃焼実験により.燃焼内圧 112 気圧，

燃焼時間 63msec ，推力 29kg などを篠認の後，翌年

翌1954 年(昭和 29 年)に AVSA 研究庇は研'先賢

60 万同を受け.高速衝撃風澗の建設とロケ y ト・

テレメータ装置の研究をめざして，その活動の第

一歩を踏み出した。それとは ~IJ に文部省からの補

助金 40 万円と通産省から白土精密(現日産自動車

K.K.)に補助金 230 万円が下された。この 270 万円で

多くの小型ロケットが試作され，工場で燃焼試験

が行われた。その中から生まれたのが，直径 1.8cm ，

長さ 23cm ，重さ 200 g のペンンルて aある。思えば1't 干業生研のペンシル周ピット
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ペンシルの実駁準備

の 3 月 11 日，国分寺，新中央工業KK廃工場跡地の

銃器試射用ピットにおいてペンシル初の水平試射

が行われ，ついで4 月 12 日には関係官庁・報道関

係者立ち会いのもとに，公開試射が実施された。

ペンンルは，長さ約1. 5mのランチャから水平に

発射，制Hい針金を貼った紙のスクリ ンを次々に

J'J:通して向こう 1則の砂場に突きささった。

導i!J!を切る時 "11釜を屯磁オツンロで計測しロケ

ットの速度変化を青|る。また紙をl'tいた尾~の [I'J

きからスピンを iWI る。それに高速度カメラの助け

も借りて，速度・加速度，ロケ y トの重心や尾.w

の形状による飛甥H圭路のずれなど，本絡的な飛捌

実験のための必本データを得た。この水平試射は

約10 日間続けられ. 29機すべてが成功をおさめた。

国分寺の後は.千葉の生研にあった50m の船舶

用実験水僧を改造したピットで.長さ 300 mmのも

の(ペンシル300). 2 段式のペンン Jレ，無尾翼の

ペンシル等を水平発射して経験を績んだ。

この実験以後， ロケ y ト発射の舞台は秋出県の

道川海岸に移る。 i色川は 1955年(昭和30年) 8 月

から 1962年(昭和37年)に至るまで. 日本のロケ

道川全県

y 卜技術の温床て'あり続けた。

道川での歴史的な第 l 回実験は，ペンンノレの斜

め発射であった。 8 月 6 日，天候附れ。長さ 2m

のランチャ上に，全長30cmのペンンノレ300がチョコ

ンと来っている。

1956~王，ペンシルの斜めセット

発射角 70度，実験主任は糸川柴犬，総勢23名の

実験IiIo 13時45分 JJ'政あげ。 14時 15分，花火あ

げ。糸川の秒読み開始。いつもより緊娠した戸，

rs. 4 , 3 , 2 , I ，ゼロ， J

14時 18分，発射?

「あっ I J

誰もが息をのんだ。点火の l直前.支えが不完全だ

ったペンンルはランチャから砂場へ転げiF.ち，砂

浜をねずみ花火よろしく逗い図って，これまで通

りの「水平発射」になってしまったのであった。

勿論すぐに支えを強化 L. 15時23分に再度挑戦，

ペンシルは史上初めて.重力と空気抵抗の障害の

ただ中を.美しく細い白煙を残して哀の者4い~へ

飛び立った。到達高度6oom. 水平距荷量700m 。記

念すべきペンシルの飛刻時間lは 23秒間であった。

岩織市ガ建てた道川|記念日軍
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ベビーの管制本部

光学班の活II

型ロケ y トだった。ベビーには S ， T， R の3f!亜あり，

S 型では，発煙剤をつめ.その噴出埋め光学追跡

によって飛籾性能を確かめた。 T型はわが国初の

テレメータ搭載ロケ y トであり， R型は搭載機器

の回収に成功した。

1955年(昭和30年) 9 月 19 目。曇り，風強し。

この日進川海岸で苦干妙な光長が繰り広げられてい

た。 15時前，一人の男が海岸の小屋から出て，海

の方へ向かつて納伏前進を続けていた。それを物

Eまから国唾をのんで見つめる男たち。 5聞が這って

行〈方If'J を見ると，砂地の上にロケットが 1 機，

ゴロンと横着そうに転がっている。いやよく見る

と転がっているのはモータ部分だけで.ちょっと

離れた所にはノーズフェアリングが砂浜に頭を突

っ込んでいる。男は.背後の通称「かまぼこ小屋」

から約70m を駆けて来たのだが.ロケットを目前

にして凶つ足に変わり，ソロリソロリと近づいて

行き，やがてロケットに手をかけた。

その前年の1954年(昭和29年)春一，ローマ。第

2 次世界大戦後初めてのICYの準備会議が開催さ

れた。このICY (国際地球観測年)は，世界中の

科学者たちの参加によって統一的な共同観測を行

い，地球の全体i象を明らかにしようというプロジ

ェクトである。このたびの第 3 闘は，大戦後の飛

総的な技術革新を背景にして，戦勝国であるアメ

リカ・イギリス・ソ速の強力なリーダーシ y プの

もとで捌かれることになった。その最初jの準備会

議が，ローマで行われたわけである。そこでの提

言葉の中に次の 2 つの特別プロジェクトが組まれる

ことになった・

・南極大|援の観測

・観測ロケ y トによる大気箇上層の観測l

このICYに. 日本もロケットによる大気観測で

参加しようという一群の科学者たちがいた。まだ

日本のロケット・グループがペンシ/レさえ持たな

い時代のことである。

「東大の生産技術研究所に超高述飛朔体の長期

計画があるそうだ。これを強力に推進して行けば

ICYに間に合うのではないか」

もちろんAVSA研究班のロケ y ト開発に燃やす

闘志も素晴らしいものであった。かくて，ペンシ

ルを開発したAVSA グループは， ICYの日本参加

を支えるという決定的な任務を負うことになった。

日本の宇宙開発は，その草自IJの時代から，宇宙科

学と宇宙工学がガッチリと手を組んだ姿て二その

茨の道を歩み始めたのである。

ベンンルに統〈ダブルベース維業の 2 番手は，

外径8cm，全長 120cm，重き約10kgの Z 段式ベビー
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モータl草堂々と馬車で到着

また.こんな話

もあった。

ある日の午後，

来い技術者が海岸

を全速力で走って

いる。それが何と

も奇妙な格好なの

だ。日員に伊Jか四角

し、箱をくくり付け

ている。風邪引き

の氷嚢にしては.

猛スピードで駆け

ているのが怪しい。 あ，いけね，逃ガした /I

その若者はちょっと走っては績を II') き.何かを

確かめるように比つめ，また走っては横を見る，

という動作を繰り返している。

「もっとちゃんと追いかけてくれなきゃ困リます

よ。こっち fごって必·l-E なんた'カ、ら。」

彼ががっかりしたような表↑古をして叫んだとき.

すべては氷解した。彼がE自に乗せていたのはロケ

ットに搭載するトランスポンダ。追跡するレーダ・

アンテナが「手動式」であるため司 1庄がロケ y ト

代りになり，ロケットと同じ i卓さで走って(まさ

か/ )アンテナ追尾のリノ、ーサノレをやっていたの

て'ある。

意外性に滋tl.情熱に I前ち.一つ一つの出来*

への感激がとてつもなく大きかった日本のロケ y

トのt手分けの頃である。

"‘­.--
この気軽芯態度"

*怖をよく知っている他の男たちは思わず目を

つむった。合掌する姿もある・・…・…そう.このロ

ケ y ト・モータには機薬がつまっているのだ。そ

れだけではない。その推薬に火をつけるための点

火器の作動時刻がとっくに過ぎている。

つい先位， 14 時40 分司ベビー T型ロケ y ト 2 号

機が打ち上げられた。 l 段目は順剰に燃焼したが.

どういうわけかメインの 2 段目に火がつかず，機

体は 35-40m だけ上昇，ランチャからわずか 50m

ほどの砂地に裕下してしまった。航跡を見るため

に尾猟筒につけた凶極化チタンが空気中の厳索と

反応し，酸化チタンの噴慨をあげている。きあ大

変.いつ火がつくか分らな L、。しかも機体が変な

luj きに海岸に j'g ちていると.火がついたが最後，

このロケ y トは，実験IiIが避難している方へ飛ん

で米るかも知れない/

不気味な静観が続いた。やがて噴煙はおさまっ

た。そしてこの男，戸旺 l康明博士の，命を堵して

の銅伏前進とあい成ったというわけだ。~験 H王注

悦の中，戸聞はロケ y トのそばでしばし点検をし

ていたが司点火器への導線を切断ショートさせた。

「オーイ，もう大丈夫だぞ っ」

と叫んだ。ワ y とあがる歓声.実験班の凶 l が々戸

田とベビ ロケ y トのまわりに駆け寄り，メイン

ステージは回収された。と.その時 rかまぼこ

小屋 J の方から篤きの戸がー…・

「テレメータが送信を始めた， J

もちろんその後のベビー・ロケットでは，同様

の事故は全〈起きていない。

〆-
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ICYに往々と参加するには，少なくとも高度60

km-lOOkm には達しなければならない。ロケ y ト観

測fiE のメンバーたちは，ベビー型ロケ y トを繰リ

返し発射し，改良を重ねて，その辺まで届〈ロケ

ットを開発するための基鑓データを答概していっ

〈東大生研グループは，カ μマ( K) 型ロケ y ト

の開発に入って行ったのだった。

K-l 型から K-5 型まで相次ぐ試験的な開発を経

て， 1958 年(昭和 33年) 6 月，ついに高度 60kml こ

達する K-6 型ロケットが誕生した。

第 l 段直径 25em ，第 2 段直径 16c m，全長 5.4m ，

重量は 255kg て・あった。

K-4 型まで it われていたダブルベース推薬に代

わって，新たに開発されたコンポジ y ト系推薬が

高度 60km への飛朔の最大の武器となった。

しかし新推薬の開発も順風満帆だったわけでは

なし、。ダブルベースは圧倒 i成型で作るので形を自

由に作ることができず.大きさも直後 1 em くらい

が限度であった。大型モータにつめるには司この

火薬を「傘立てに傘を並べる」如くに配列して燃

焼唱さに仕込むわけて 1 これではとても ICY の要求

性能に到達するのは無理と思われた。その点コン

ポジ y ト推薬は，任意の形の推薬を鋳 j杉法で作れ

るので，内而燃焼型モータによる機体の軽量化も

可能となる平 IJ点があった。

とは言ってもその初期は， 「燃やすたびに爆発

が統ふ器材を購入して業者が締求舎を腐けに来

た時には，一同が舷片の前で呆然とし、う"見事さ"

であった J (秋葉線二郎)。

ともかく l 年余の関係者の苦闘を経て，この新

推薬は笑用化され， K-5 型の成功を総て，遂に 2

段式の K-6 型で所期の最低回線をクリアした。 K

-6!\'.' による高層大気の風・気 r品等ーの観測をひっさ

げて日本が ICY に参加したのは.昭和 33年 9 月だ

ったから，まさにすべりこみセー 7，関係者は辛

うじて ICY への参加という錦の御旗を守りぬくこ

とができた。

この K-6 型は 21機打ち上げられた。

1960 年(昭和 35年)には， K-8 砲が初めて高度

100km を越えた。この K-8 砲は電離層等各磁の宇宙

観測を可能にし司本俗的な観測ロケットとして世

界の注目を浴びた。

どんな開発計画でも，成功よりは失敗からより

多くのことを学ぶものである。しかしこの K-8 引

の 10号機にまつわる事故こそは.わが国の観測ロ

-6

手劃テレメータ .)J ンテナ (833.12 ，)

た。

AVSA クループの当初の計画では，ベビーに次

いで A (アルファ)→ B (ベ タ)→ K (カ y 守)

• Q (オメガ)と l順次大型化を図り. Q~て··20kg

の観ifill機器を JOOkm まで上げることを目標として

いた。しかし ICYに間に合わせるため研究開発の

テンポを速める必要が出て来て J圭中を省略して

K~~に進んだのである。 Bからいきなり Kへ挑ん

だのは r カ y ノマJ の歯切れの良さをかったもの

である。 r河童」とは関係ないが，語感が大変ユ

ーモラスで.一般からも随分と愛された。

ベンン lv， ベビーの揺監の時代を経て，ょうや



ケントの歴史

に，何ものに

も代えがた L 、

教訓を残した

短大級のもの

て'あった。

1962年(昭

和37年) 5 月

24 日。道川の

夕空には雨雲

が低〈垂れこ

めていた。電

離層の鋭lUll と

地磁気による

ロケ y 卜の姿勢測定を目的とする K-8型ロケ y 卜

の 10号機の発射日である。

2;週間ほど前に般が散った。北国の夕べは肌寒

い。午後 5 時， タイムスケジュール入り。駄々と

作業は進み，ロケット班が点火系の最後の結線を

終え，中間スイソチをオンにし，三角小屋につな

がるコンクリートの小道を退避して行ったのが19

時30分頃だった。ランチャは81度にセット。

19時49分，管制の高中~1JL 7]琶の秒読みが始まった。

そして発射 1 轟音 1 じっと息をこらす実験£iE，

砂丘の陰から見守る取材班やカメラ7ン。しかし

打上げ直後の飛捌を見慣れている人の誰もが.こ

の時. 「必かしいな」と感じた。

「ロケ y トが遅い。しかも，闇夜だというのに，

ロケットの炎のきらめきがSS \、」

と思う間もなく，あらゆる人が忠、を呑んだ。 50m

ほど上昇したカ y パ・ロケントがにわかに傾き，

まるでスローモーション・フィルムのように落下

し始めたのである。多くの人が幻覚を見ていると

思った。

しかし幻覚はもろくも崩れ去った。強烈な閃光

と爆発.そして耳をつんざく鼻音。人々の意識は

現実に引き戻された。飛び散るモータケースの破

片，四散した推薬から上がる組連の炎，笑験五日吉

所のけたたましいサイレン そして〆イン・

ロケ y トとブ スタの前半分は，つながったまま

7

で右寄りに低〈飛捌し，三角小屋の沖合，海岸線

から 15m ほどの海に突込んだ。

2 段式ロケ y 卜ならば，第 l 段が燃えた後，第

2 段に火がつくのを願うのが普通である。だがこ

の時ばかりは不点火を祈ったろう。

その祈りも空しし海に落ちたメイン・ステー

ジのモータは30秒後に着火，やがて「ゴ- ''/J と

いう燃焼音と一緒に，ロケットは実験班の頭上を

越えて砂丘の方へ飛んてい行った。

折しも三角小屋て前は，居合わせた全員が奥の大

型クーラーと机の聞に政を突込み，お尻を海に向

けて「恐怖のスクラム」を組んでいた。その火の

海の笑験場に，依然として秒読みが続いていたの

を記憶する人は少ない。

r122 , 123 , 124 , 125 ，・ ・・・」

ピンチに動ぜぬ高中の冷静無比の声であった。

幸い一人の負傷者もなかったが，この経験はそ

の後のロケットの安全設計に全国1的に活かされ，

以後類似の事故は皆無である。

そして昭和37年11月には.以後日本の観測ロケ

ットのエースの座についた K-9M型ロケットが高

度300km を越えた。今では，新たに開発された S-5

20 型という単段式のロケットが，観測 l ロケ y トの

主役に座りつつある。

懸命に駆け足でくぐりぬけて来た草創の時期。

こうして第 3 回ICY は，日本の宇宙開発にとって

忘れ得ぬ思い出を刻んだのだった。



ミユーの栄光ク|

•
堅二週

臣認

K-9Mが 300km を越える上空を望むようになる

と， 日本海は狭くなった。諸国物色の後，前んに

広々と太平洋が聞けた鹿児島県内之浦で， 1962年

(昭和37年)に新しい発射場の建設が開始された。

世界的にも例を見ない丘陵地のロケント発射場で

ある。そしてこれまで開発の中心にいた東大生併

のロケットグループが東大航空研'先所と合体して.

1964年(昭和39年)に東大宇宙航空研究所ができ

た。

カ'/'マカ‘らラムダ( L) へと大型化を進めた宇

宙研は. 1970年(昭和45年) 2 月 11 B , 4 段式の

L-4S !l'1ロケ y ト 5 号機により， 日本初の人工衛

星「おおすみ」を軌道に来せることに成功した。

衛星打上げを試みること 5 回. 「世間の声」も

決して暖かいものばかりではなくなる中で.宇宙

研が背水の陣を敷いて打ち上げた「おおすみ」は，

重量24kgて"あった。

内之浦町の営林者の裂に神社がある。高屋神社

という。 1970年(昭和45年)の l 月末から 2 月の

初めにかけて，高屋神社の境内に，まだ夜明け前

だというのに町内の人々が続々と現れた。 L-4S

型 5 号機の打上げを目前に使えた地元内之浦の人

たちの，寒風を衝いた成功祈願の姿であった。

このラムダ型による人工衛星打上げの苦難の時

期に.発射場のある鹿児jJJ県内之浦の人司をはじ

めとする数多くの人たちが示した，衛星誕生への

強い期待と熱〈尊い励ましを， 日本の宇宙科学陣

は決して忘れないであろう。

かくて日本は，ソ・米・仏に次いで，第 4 番目

の人工衛星自力打上げ固になり， 日本の宇宙科学

も，世界のレベルをめざして.歴史的なスタート

台についたのであった。

小型テスト機の地上試験とラムダ・ロケ y トに

よる実地のシミュレーションにおいて重ねられた

数多くの貴重な体験は. L-4S の後継機として製

作された「ミュー (M) 型ロケットの II凶誹!な発展

を支える1't重な基礎となった J (野村民也)。

ミューの第 l 世代である M-4S 型は 4 段式で，

軌道投入は L-4 S 型と同じ重力ターン方式を十五周，

尾巣とスピンによって姿勢安定を保った。 1 号機

こそ姿勢制御装置の電般弁の故障で軌道投入に失

敗したが. 2 号機以降続けて 3 機が人工衛星を軌

道に乗せ， ミューによる衛星打上げ技術は安定し

た評価を受けるに至った。第 2世代の M-3C 型は

3 段式で司第 2 ・ 3 段を新規に開発したが，第 2

t止に推力の方 Iti] を制御するシステム (TVC) を導

入し，軌道投入の精度を絡段に向上させた。

ところが 1976 年(昭和 51 年) 2 月 4 日. ミュー

・シリーズの歴史上忘れられない事件が起きた。

この日午後 3 時00分.内之浦から， M-3C-3 号機

が紅蓮の炎を吐いて飛び立った。P: I銑に泣いノー

ズフェアリングの中には， 日本の X 線天文学が宇

宙のマウンドへ送り出した必勝のエース "CORS

A 鴫衛星が銀座している。宇宙研の軌道グループ

と飛捌保安のそれぞれのチーフである松尾弘毅と

脈田元紀は，発射直後から，追尾レーダがコンビ

ュータを通して送ってくれるロケットの飛刻径路
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図を目先んでいた。第 l 段はずっと正常だった。発

射後70秒司第 l 段燃焼終了。 84秒，第 lf1:切り離

し。 86秒，第 2 段燃焼開始。その直後，彼等は我

と我が目を疑った。ロケットの飛朔径路が.プロ

ッターに予め揃いてある標準径路からどんどん外

れて行〈。ロケットは異常に頭を下げ.第 2 段の

燃焼中にすでに水平になろうという勢いにあるこ

とを明瞭に示している。

「こりゃあいかん 1 一体何が起きたんだ I J

別のレ ダが揃きつつある隣のプロ y タも，その

また隣のプロ y タも.まぎれもない呉常飛捌の軌

道を浮かび上がらせている。

松尾の脳裏に，同僚のX線天文学者たちの必死

の形相が威嚇するように立ち並んだ。日本のX線

天文学の浮沈を lit る顔司。いずれもここ数年間，

寝食を忘れてこの風前の灯の衛星を慈しみ育んで

きた人たちて、ある。

「しかし呉常飛捌には泣いない。それも原因不日月

の典常 f!J

かくて発射後 232 秒，雛回の指令で保安コマン

ドが送信された。第3f止の点火は中止され.衛星

は太平洋のもくずと化したのであった。流産に終

わったこのロケ y トの第 2 段の姿勢異常は.検討

の結果.原因が解明された。発射前のコネクタ離

脱時の雑音によって，ロケ y トに積んだ姿勢基準

音1\ レジスター内の第 2 段の姿勢方向と第 3 段の姿

勢方向とが反転した結果であった。

この後， ミューは第 3 世代の M-3日明に I， I き継

がれ，第ll'立を大型化.衛星打上げ能力が大幅に

l向上し司 31闘の衛星を軌道に乗せた。そして 1979

ria:くちょうJ の打上げ

年 (R自和54年 J，旧来型のM-3C を使って "CORSA"

の司1い合戦が行われ，衛星軌道に投入された「は

くちょう J はその後続かしい足跡を X 線天文学に

残したのであった。

そして第 4 世代の M-3S 型に至って， M-3H 型

の第 l 段にも TVC を導入し.軌道精度の一層の ri'J

上と打上げ条件の緩和が実現された。

M-3S 型に続き， M-3SII 型が聞発され， 76年

ぶりに回帰して来たハレー主主星に向けて，昨年 2

機の探査機(さきがけ，すいせし、)が地球の重力

闘を脱出して行ったことは記憶に新しい。ミュー

は世界の宇宙開発史上初めての「団体燃料ロケ y

卜による地球脱出」という偉業を成し遂げた。

30年目 IIJ 1 道川でロケット笑験の際，海上讐備に

あたる海上保安庁の巡視船と交信するのに「とう

だい みちかわ」が使われ. 「東大」と「灯台 J

がしばしば混同されて珍談が絞出したという。ハ

レー探査を契機に長野県臼回に 64m の深宇宙用大

アンテナができた。今や本当に，

「臼凶のアンテナは，今後の世界の太陽系探査に

おいて.末長〈優秀な"灯台"の役割を果たすに

ちがいない J (林友直)。

s

ペンシルから 30年あまり「無我夢中で走ってき

てふと見ると，自惚れてはいけないが，わが国の

宇E白h

つている J (小回稔)入。そのf食t重な血のにじむよう

な努力カか‘ら.これからの30年の教訓を導き出し，

大きな発展の総にすることができるのは.いま宇

宙科学の現役である私たち自身に外ならない。
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草創のころ

日本の宇宙開発の主主創の頃からのエピソードを

けとのこ'依頼て・ありますので，私自身直接経験

した印象深いことを思い出すままに書いてみたい

と思います。

NECはペンシルロケ y トの当初Jからこの研究に

参加したのですが.最初の頃は会社の中では研究

所が担当し当時の小林正次研究所長が.熱心にこ

れに協力していました。当時私は川崎にある工場

の製造所長をやっていた頃のことです。

しかし東大の研究が促進するにつれてロケ y ト

も大きくなり研究所だけでは手に負えなくなって

製造所も徐々に関与することになりました。その

頃から私も東大のロケ y トと関係が出来てきた訳

です。

今でもはっきりと憶えているのは.昭和41年に

内之浦でラムダロケットによる初めての人工衛!I!

打上げの時のことです。打上げは天候不良のため

-，組問程延び.この間新聞記者はかん詰め状態で

いらいらしていた様でした。そして愈q 打上げる

ことになった時.記者発表をどつするかが間組と

なり，たまたま行っていた私にやってくれという

話もあったのでした。しかし結局糸川教妓が記者

発表に臨まれ「成功の確率は30%J と云われたこ

とを憶えています。この打上げは残念ながら失敗

に終りましたが.この微な苦い経験が今日の科学

衛星の成功に生きていることと感慨を深くしてお

ります。

この機な経験もあって私は宇宙開発に強〈興味

を持つ機になりました。そして人工衛星を通信に

利用できないものかと考えておりました。ところ

が昭和38年米国旅行中にシカゴのホテルて'初めて

パリから送られたテレビの画を見ました。これは

リンドパーグ以来の出来事であると米国で大きわ

ぎになったものですがATTが低高度衛星を介して

やったものです。私はATTがやっているのでは.

小林宏治

我々の出る41はないとがっかりして帰途ヒューズ

.エアクラフト杜に寄った際にこのことをハイラ

ンド副社長(当時) Iこ訴したところ「小林.がっ

かりするな。ヒューズのローゼンという若い技術

者が同期i軌道に衛星を打上げることを従業してき

ている。小林が本気ならば共同でやろう。 NECは

通信をやれ.ヒュ ズは衛星をやるりと云ってく

れました。その時から NECは衛星通信を本気でや

ることにしたのです。

今日では同期衛星(静止術皐)による通信は ψ

リ前のことになっていますが.当時は 3 万 6 千キ

ロの距離ではデレータイムがあって電話に使えな

いという:rr:、見がありました。私はエコーサプレッ

サーの技術て"これを克服できると巧え.東京で地

上実験をしたあと.ヒューズ祉と 7~用折半でつく

った米国アーカンゾーの研究所でNASAの同J~I衛

星第 2 号機による電話の実験を行って充分に利用

できることを証明しました。そして他社に先駆け

て世界に地七局の7ーケ y テイングを始めること

が出来た訳です。

この附.東京オリンピ y クの放送に使われた電

波研究所の鹿島30mアンテナについても種々思い

出があリます。紙数が尽きてきましたので省略し

ますが.中高度衛星(リレー術星)との最初Jの交

信がケネディ大統領暗殺の悲しむべき報道であっ

たことは忘れられません。

(こばやし・こうじ， 日本屯$\(附取締役会長)
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